

















































　　技師の経歴は，主として The Proceedings of the Institution of Civil Engineers（PICE と略す，『土












































　Galwey は，1828年７月12日北アイルランド Londonderry で生まれた。ともに牧師だっ



























　Christy は，帽子作りのクエーカー教徒 John を父，Sarah を母として，1822年９月９日
Surrey 州 Newington（現在はロンドン市内）で生まれた。
　52年に豪州へ移り，55年に鉄道部門で最初の鉄橋や駅舎の鉄屋根の図面を描いた。57年
に15年間契約で Victoria 州政府鉄道の LocomotiveSuperintendent に就任し，車両のデザ
イン・製造，水道などを手がけた。57年６月以降，車両のブレーキ・ギアなどで特許を４























　南豪州の PortAugusta 鉄道建設関連の記事に，Shepherd が Morel と調査測量に同行
したとある。【69年６月24日号 The South Australian Register（SAR と略す）】この人物が，
JohnEngland と同様に Morel の紹介で来日した建築副役 Shepherd と考えられる。
１．下賜金
　外国人叙勲制度が確立されるまで，貢献顕著たるお雇い外国人が日本を離れるときに，










　祖父 Louis の代からワイン商を営む父 ThomasAnnetLewis と母 EmilyElizabeth（旧
姓 àBeckett）の長男として，彼はロンドンの Piccadilly で1840年11月17日に生まれた。他
に39年10月生まれの姉 Emily と42年９月生まれの妹 Agnes がいた。母 Emily は46年８月
に事故で亡くなった（31歳）。50年に Thomas が再婚し，一家は Nottinghill に引っ越した。
Thomas は60年11月に亡くなり（52歳），約2.9万ポンドを３人に遺した。





























　彼は，62年２月４日，当時19歳の HarrietWynder とロンドンの St.Pancras で結婚し
た5）。





































































































































































































　　　５等　120円，　６等　 84円，　７等　 60円，　８等　 36円
　時系列的に受勲者の経歴を述べていこう。叙勲申請書も併せて紹介する。
（１）William Pole

















②　Lay は GeorgePrestonWhite に ConsultingEngineer（在英顧問技師）を委託してい
た。初めはWhite が技師長のMorel と軌間を含む仕様確認，資材購入や製造業者の選定




















































































































































































































































































































　Richard の 息 子 Francis（1812〜77年 ） は，19世 紀 中 葉 LondonandNorthWestern
Railways の Crewe 工場で，LocomotiveCommittee の委員長を長く務めていた。この時に，
後年来日した RichardFrancis や FrancisHenry の兄弟が生まれた。Francis はそこを辞
した後，最西端の終着駅 Penzance に移り，父 Richard の伝記を執筆したりして余生を送っ
た。
②　F.H.Trevithick は，1850年７月23日 Crewe 工場にほど近い Nantwich で生まれた。
　彼は，68年９月〜72年２月 Husband に師事し，Camborne と Penzance の中間にある














14）息子の Francis の Life of Richard Trevithick や，Burton の著作参照。
　　筆者は，2010年８月 Camborne を訪れ，TrevithickSociety の会長 PhilipHosken 氏らの好意により，
所縁の地をくまなく案内してもらった（Marazion の町から，モン・サン・ミッシェルの Cornwall 版
St.Michael’sMount も眺めた）。併せて Cornwall の概況や Trevithick 家の人間関係など貴重な教示を
戴いた。記して感謝の意を表したい。なお残念ながら，同協会は RichardTrevithick 関連の資料など













































　F.H.Trevithick は1931年４月18日 Birmingham で亡くなった（80歳）。25,180ポンド19
シリング４ペンスを奥野姉弟が相続した16）。
（６）John McDonald





























　McDonald は，92年に機械学会会員となり，帝国大学の地震学の泰斗 JohnMilne と共
同発表し，単独でも学会報告を行った17）。

















































　弟と同じく R.H.Trevithick も日本人女性と結婚し，90年頃に生まれた娘 Ivy（日本名
はツタと考えられる）と，1911年の国勢調査時点では Southampton で同居していた。そ
して13年２月13日同地で亡くなった（67歳）。遺産20,529ポンド12シリング４ペンスを







































































らず，Cargill の場合は下院議員経験者，Pole は学位を有す重鎮，Aldrich は日本の諸機関
との比較を持ち出して，原案裁可を強く要請した。最終的は，工部省側の意向が貫徹した









































































































































































貢献のあった Brunton は，選から漏れた。なお北海道の鉄道建設を指揮した JosephUry
Crawford（1842〜1914年）は，81年に勳４等旭日章を賜った。しかし彼は開拓使雇用であり，
開拓使から叙勲申請がなされたので，この範疇には属さない。



















The Colonial Office List.（COL と略す）
The Proceedings of the Institution of Civil Engineers.（PICE と略す，『土木学会誌』）
The Proceedings of the Institution of Mechanical Engineers.（PIME と略す，『機械学会誌』）
The South Australian Register.（SAR と略す）
Burton,Anthony,Richard Trevithick –Giant of Steam,AurumPress,2000.































contributions theJapaneseGovernmentdecorated6of them.  I intendtodescribehowand
whomtheGovernmentselected,bytracingtheircareersandaccomplishmentsinJapan.
　BothWilliamPoleandWilliamWalterCargillweredecorated.Pole,theConsultingEngineer
inBritain,nevervisitedJapan,andCargill,theDirector,wasnotamemberofeitheroneofthe
Institutionsmentionedabove.Theexaminingthereasonsforrewardingthesetwowillhelpto
clarifytheJapaneseGovernment’scriterionforselectingtheawardees.
（49）
